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広
島
・
長
崎
に
ア
メ
リ
カ
の
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
72
年
、
今
年
7
月
7

日
、
つ
い
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
世
界
に
は
い

ま
だ
に
15
、
0
0
0
発
も
の
核
兵
器
が
存
在
を
し
、
核
兵
器
保
有
国
だ
け
で

な
く
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
ま
で
も
が
こ
の
条
約
に
不
参
加

の
態
度
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
年
に
開
催
さ
れ
た
原
水
爆
禁
止
2
0

1
7
年
世
界
大
会
は
、
会
場
と
な
っ
た
長
崎
市
民
会
館
を
埋
め
尽
く
す
6
、

0
0
0
人
の
参
加
者
の
熱
気
で
溢
れ
ま
し
た
。
練
馬
支
部
か
ら
は
3
人
が
世

界
大
会
本
会
議
、
分
科
会
に
参
加
を
し
た
ほ
か
、
平
和
資
料
館
を
見
学
し
、

各
分
会
で
取
り
組
ん
だ「
折
鶴
」に
平
和
の
祈
り
を
込
め
て
寄
贈
し
ま
し
た
。

私
の
両
親
は
東
京
芸
術
座

の
劇
団
員
で
す
。
東
京
芸
術

座
は
、
「
平
和
」
「
人
権
」

を
テ
ー
マ
に
描
い
た
作
品
を

多
く
扱
う
た
め
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
自
然
と
「
平
和
」
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
私
で
す
が
、

今
回
参
加
を
さ
せ
て
頂
い
た

原
水
禁
世
界
大
会
で
は
、
実

際
に
被
爆
地
で
あ
る
長
崎
に

行
き
、
被
爆
者
の
方
や
、
全

国
の
仲
間
の
言
葉
で
、
あ
ら

た
め
て
「
戦
争
」
と
い
う
歴

史
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
会
場
で
は
、
普
段

の
活
動
で
は
目
に
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
沢
山
の
数
の
若

者
が
集
ま
り
、
圧
倒
さ
れ
た

だ
け
で
な
く
、
交
流
を
通
じ

て
勇
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
同
世
代
の
仲
間

と
の
会
話
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
自
分
た
ち
が
学
ん
だ
情
報

は
与
え
ら
れ
た
文
章
や
数
字

の
中
だ
け
で
得
た
理
解
で
あ

っ
て
、
も
し
か
し
た
ら
誤
っ

た
解
釈
や
考
え
方
を
持
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
、
そ
れ

は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
ね
と
共

感
し
合
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
こ
の
3
日
間
を

通
じ
て
学
習
、
経
験
を
し
た

よ
う
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約

が
で
き
た
今
こ
そ
、
被
爆
者

の
方
々
の
言
葉
に
耳
を
か
た

む
け
て
、
世
界
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
す
べ
き
こ
と
を
考

え
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。
私

も
今
後
自
分
の
所
属
す
る
青

年
部
な
ど
活
動
を
通
じ
て
も

っ
と
も
っ
と
若
い
世
代
に
こ

の
経
験
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

原水禁 練馬代表団3名

憲
法
を
も
っ
と
身
近
な
も

の
に
感
じ
、
活
発
に
話
し
合

え
る
組
合
の
活
動
を
目
指
し

た
い
、
そ
ん
な
想
い
で
私
は

今
年
は
じ
め
て
分
会
の
憲
法

平
和
対
策
部
長
を
引
き
受

け
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
代
表
と
し
て
参
加
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
9
4
5
年
8
月
9
日
、

た
っ
た
一
つ
の
爆
弾
投
下
に

よ
り
一
瞬
に
し
て
壊
さ
れ
た

町
や
人
。
資
料
館
に
は
そ
の

様
子
を
伝
え
る
資
料
が
多
く

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

弟
を
背
負
い
真
っ
直
ぐ
に
遠

く
を
見
つ
め
る
少
年
や
黒
こ

げ
の
死
体
の
写
真
に
は
目
を

背
け
た
く
な
る
よ
う
な
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
当
時
の
様

子
は
、
今
で
は
写
真
や
展
示

物
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
72
年
経
っ
た
今
で
も
被
爆

者
は
苦
し
み
、
戦
っ
て
い
ま

す
」
と
訴
え
た
原
爆
被
害
者

の
松
谷
さ
ん
の
言
葉
に
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
決
し
て

目
を
背
け
て
は
い
け
な
い
現

実
で
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
残

念
な
が
ら
日
本
は
不
参
加
で

す
が
、
核
兵
器
の
無
い
平
和

な
世
界
に
な
る
よ
う
に
、
自

分
に
出
来
る
小
さ
な
事
か
ら

こ
れ
か
ら
も
運
動
を
続
け
て

い
こ
う
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
で
自

分
の
目
で
見
、
自
分
の
耳
で

聞
き
、
自
分
自
身
が
体
験
し

た
こ
と
を
伝
え
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

屋根作業の伊藤副委員長

今
夏
、
練
馬
支
部
住
ま
い

の
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
組

合
の
仲
間
の
紹
介
で
、
1
軒

の
新
築
工
事
が
発
生
し
ま
し

た
。受

注
し
た
住
ま
い
の
相
談

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
員
三
和

島
工
務
店
で
は
、
折
角
の
案

件
な
の
で
、
出
来
る
限
り
組

合
の
仲
間
に
声
を
か
け
、
土

建
で
最
後
ま
で
完
成
さ
せ
た

い
と
工
事
の
手
配
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
物
件
は
、
区
内
の
駅

近
く
に
あ
る
理
髪
店
の
立
て

替
え
工
事
の
為
、
耐
火
建
築

物
工
法
に
よ
る
物
件
の
為
、

他
の
案
件
よ
り
手
間
が
か
か

る
と
の
事
。
さ
ら
に
商
店
街

の
中
の
現
場
の
た
め
、
大
型

重
機
が
使
用
で
き
ず
、
材
料

の
搬
入
等
も
ほ
ぼ
手
作
業
で

の
案
件
と
の
事
で
す
。

取
材
し
た
日
に
は
、
組
合

の
若
手
と
び
さ
ん
が
応
援
に

入
り
、
梁
や
資
材
な
ど
を
手

渡
し
に
て
運
び
い
れ
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
よ
く
す
ば
や
い
作
業

で
進
め
ら
れ
て
い
る
姿
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
現
場
に
て
さ
ぎ
ょ

う
し
て
い
た
若
手
と
び
さ
ん

5
名
、
大
工
さ
ん
や
材
木
店

の
皆
さ
ん
が
東
京
土
建
練
馬

支
部
の
組
合
員
。
休
憩
時
間

に
伺
う
と
、
同
じ
組
合
の
仲

間
ど
お
し
で
楽
し
く
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
と
嬉
し
い
ひ

と
言
が
も
ら
え
ま
し
た
。

後
日
、
現
場
に
取
材
に
行

く
と
、
屋
根
張
り
を
伊
藤
副

委
員
長
が
黙
々
と
作
業
を
進

め
て
い
ま
し
た
。
仲
間
の
み

ん
な
で
進
め
る
現
場
を
取
材

で
き
、
施
主
さ
ん
も
安
心
し

て
頼
ん
で
い
た
だ
け
る
東
京

土
建
の
仲
間
の
力
が
見
え
る

現
場
で
す
。

原
水
禁
世
界
大
会
は
二
度

目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
と
て
も
新
鮮
で
有
意
義

な
3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
全
体
会
、
分
科
会
の

特
徴
は
、
世
界
が
核
廃
絶
に

歩
み
を
始
め
た
こ
と
を
歓
迎

す
る
こ
と
と
と
も
に
、
被
爆

国
で
あ
る
日
本
の
首
相
に
あ

る
ま
じ
き
態
度
を
許
さ
な

い
、
そ
う
し
た
意
見
が
目
立

ち
ま
し
た
。
私
が
参
加
を
し

た
分
科
会
で
は
、
5
年
間
で

約
9
、
5
0
0
億
円
に
の
ぼ

る
思
い
や
り
予
算
の
実
態

や
、
軍
需
企
業
と
政
府
の
つ

な
が
り
が
告
発
さ
れ
、
軍
縮

を
求
め
運
動
を
し
て
き
た
私

た
ち
の
想
い
を
踏
み
に
じ
る

よ
う
な
政
府
の
姿
勢
に
、
あ

ら
た
め
て
強
い
怒
り
を
覚
え

ま
し
た
。

平
和
資
料
館
で
は
、
当
時

の
被
害
の
残
酷
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
た
だ
け
で
な
く
、

一
つ
の
印
象
的
な
で
き
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
を
訪

れ
て
い
た
男
の
子
が
、
展
示

を
見
つ
め
て
「
放
射
能
っ
て

核
兵
器
も
あ
る
ん
だ
。
知
ら

な
か
っ
た
。
」
と
つ
ぶ
や
い

た
こ
と
で
す
。
男
の
子
は
き

っ
と
こ
の
と
き
原
発
と
核
兵

器
の
関
係
を
知
っ
て
新
た
な

疑
問
や
問
題
意
識
を
持
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
体

験
を
通
じ
て
、
知
る
こ
と
・

知
ら
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
組

合
の
運
動
や
、
生
活
の
な
か

で
私
に
で
き
る
こ
と
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
変
貴
重
な
機
会
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

手作業で資材を運び入れる若手
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原水爆禁止世界大会に練馬支部から３人参加原水爆禁止世界大会に練馬支部から３人参加

土
建
の
仲
間
で
新
築
工
事

住
ま
い
の
相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
に
訪
問

早
宮
分
会

印
南

槙

早
宮
分
会

印
南

槙

関
町
分
会

奥
澤

悦
子

関
町
分
会

奥
澤

悦
子

書
記
局

渡
辺

直
樹

書
記
局

渡
辺

直
樹
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塗
装
工
（
4
人
〜
5
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員
・
見
習

（
有
）
ア
マ
ノ
建
装
（
旭
町

光
が
丘
分
会
）

練
馬
区
旭
町
1
―
18
―
21

☎
03
―
3
9
7
6
―
3
6
6

0給
排
水
設
備（
2
人
〜
3
人
）

社
員

㈱
岩
本
設
備
（
石
神
井
台
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
2
―
14
―

14☎
0
9
0
―
7
9
1
4
―
1

0
1
1

シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
（
2
人

〜
3
人
）

常
用
・
見
習

中
川
産
業
（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
平
和
台
2
―
13
―
6

―
3
0
5

☎
0
9
0
―
3
3
3
1
―
5

8
4
0

電
気
工
事
（
1
人
）

常
用
・
社
員
・
見
習

㈱
Ｋ
О
Ｉ
―
Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
コ
イ

デ
ン
、
早
宮
分
会
）

練
馬
区
桜
台
1
―
6
―
9
渡

辺
ビ
ル
2
Ｆ

☎
0
7
0
―
5
5
4
3
―
2

7
5
3

大
工
及
び
現
場
監
督
（
2
人

〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
社

員Ｎ
Ｋ
総
合
建
築
㈱
（
貫
井
分

会
）

練
馬
区
貫
井
2
―
1
―
14

☎
03
―
5
9
7
1
―
2
0
5

0塗
装
工
ス
タ
ッ
フ
・
施
工
管

理
（
各
2
人
〜
3
人
）
常
用

・
社
員

㈱
Ｋ
・
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｙ（
貫

井
分
会
）

練
馬
区
貫
井
3
―
28
―
5

☎
03
―
5
8
4
8
―
8
9
9

2管
工
事
工
事
・
空
調
ダ
ク
ト

（
4
〜
5
人
）
常
用
・
手
間

請
・
請
負

㈱
サ
ー
マ
ル
（
関
町
分
会
）

練
馬
区
関
町
東
1
―
27
―
4

☎
03
―
3
9
2
9
―
7
8
1

1ダ
ン
プ
カ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー

（
2
〜
3
人
）
社
員

森
谷
商
事
（
有
）
（
石
神
井

台
分
会
）

練
馬
区
石
神
井
台
3
―
24
―

44☎
03
―
3
9
9
6
―
6
1
8

7外
構
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア

（
2
〜
3
人
）
常
用
・
社
員

・
見
習

㈱
Ａ
Ｈ
―
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
・
Ｅ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
О
Ｒ
（
石
神
井
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
3
―
19
―

4☎
0
9
0
―
6
1
4
7
―
2

6
8
7

塗
装
工
（
2
人
〜
3
人
）
常

用（
有
）
翔
風
塗
装
（
旭
町
光

が
丘
分
会
）

板
橋
区
赤
塚
4
―
2
―
7

☎
0
8
0
―
5
0
7
8
―
7

4
7
3

タ
イ
ル
工
（
2
〜
3
人
）
常

用
・
手
間
請
・
請
負
・
見
習

㈱
Ｉ
Ｓ
О
Ｂ
Ｅ
（
谷
原
台
分

会
）

練
馬
区
大
泉
町
4
―
16
―
1

☎
0
9
0
―
5
7
8
8
―
6

6
5
4

建
築
金
物
（
1
人
）
社
員

遠
田
住
宅
機
器
㈱
（
春
日
分

会
）

練
馬
区
春
日
町
2
―
15
―
22

☎
03
―
3
9
9
8
―
7
5
1

3タ
イ
ル
工
（
2
〜
3
人
）

常
用
・
手
間
請
・
見
習

㈱
Ｉ
Ｓ
О
Ｂ
Ｅ
（
谷
原
台
分

会
）

練
馬
区
大
泉
町
4
―
16
―
1

☎
0
9
0
―
5
7
8
8
―
6

6
5
4

電
気
通
信
工
（
4
〜
5
人
）

常
用
・
手
間
請
・
請
負
・
見

習
・
ア
ル
バ
イ
ト

岩
崎
通
信
（
学
園
分
会
）

練
馬
区
大
泉
学
園
町
8
―
27

―
17
―
2
0
2

☎
0
9
0
―
6
5
1
9
―
6

0
8
3

内
装
工
・
配
管
工
・
ハ
ウ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
若
干
名
）

社
員
・
手
間
請
・
請
負
・
ア

ル
バ
イ
ト

㈱
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ
（
上
石
神
井
分

会
）

練
馬
区
下
石
神
井
4
―
5
―

15
―
ハ
イ
ラ
イ
ズ
Ｋ
1
Ｆ

☎
03
―
6
7
9
4
―
3
6
5

1土
木
作
業
（
2
〜
3
人
）

社
員
・
ア
ル
バ
イ
ト

㈱
ジ
ャ
パ
ン
コ
ア
テ
ッ
ク

（
豊
玉
分
会
）

国
分
寺
市
西
元
町
2
―
11
―

16☎
0
2
4
―
3
1
6
―
8
5

2
8

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

短
冊
に
書
い
て
サ
サ
の

葉
に
飾
り
ま
す

2

耳
の
穴
の
奥
に
あ
り
ま

す

3

海
の
…
…
山
の
…
…

4

く
だ
ら
な
い
質
問

5

い
た
ず
ら
書
き

6

鼻
…
…
の
通
っ
た
外
国

人

8

棒
…
…
。
折
れ
線
…
…

11

…
…
ヒ
ヒ
は
猿
の
仲
間

13

天
が
落
ち
て
来
る
の
で

は
…
…
と
い
う
取
越

し
苦
労

15

運
動
場
。
ホ
ー
ム
…
…

17

…
…
儀
。
…
…
温
暖
化

19

納
得
し
ま
し
た
。
了
解

21

醸
造
に
使
わ
れ
る
…
…

菌

23

歩
く
こ
と
。
…
…
者
天

国

24

傾
斜
し
て
い
る
道

25

…
…
は
小
を
兼
ね
る

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

…
…
に
小
判

3

紫
外
線
か
ら
目
を
守
る

7

口
金
の
つ
い
た
サ
イ
フ

9

本
の
見
出
し
書
き
で
す

10

タ
イ
コ
と
ノ
リ
ス
ケ
の

子

11

手
塚
治
虫
さ
ん
は
…
…

の
神
様

12

食
器
を
洗
っ
た
あ
と
に

使
い
ま
す

14

道
具
。
電
気
…
…

16

地
所
。
…
…
の
区
画
整

理

18

余
裕
。
…
…
の
あ
る
生

活

20

出
港
の
反
対
語

22

寝
て
待
つ
人
も
い
ま
す

24

シ
ン
メ
ト
リ
ー
と
は
…

…
対
称
の
こ
と

25

芝
居
が
ヘ
タ
な
…
…
役

者

26

日
本
語
で
は
牧
童

27

無
益
の
者
、
…
…
の
大

木

二重ワクの6文字をうまく並べてできる
言葉はなに？


